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編集長石渡の巻頭ご挨拶

かわむーの千葉研究農場トマト便り

2020年4月

現在、千葉農場では4区画で収穫を行っており、毎日忙しく圃場作業が行われています。1日に500kg近くの
トマトを収穫していますが、日平均気温が高くなってきて果実の着色も早まっているため、次から次へと収穫
段階まで色づいていきます。サンラックシステムでは比較的果実が固く育つため完熟での収穫も可能ですが、
千葉農場は市場への出荷も行っており、消費者に届くまでの過程において過熟や傷物になることを予防する必要
があります。運搬などによる劣化を防ぐため、写真のような7～8割程度の着色で収穫するようにしています。

最近の出荷状況しては、全体的に2LやLサイズが多くなっています。単価も350～400円/kgと例年より高く
なっており、全国的にもトマト単価の上昇傾向が見られます。

＜千葉農場の様子＞

暖かい陽射しが届くようになり、穏やかで過ごしやすい気候になってきました。「春眠暁を覚えず」と言い
ますが、寒暖差や花粉の飛散、身の回りの環境の変化など、体に負担のかかることの多い時期でもあります
ので、しっかり休養を取って体調管理に努めていきたいと思います。

春といえば、スーパーや産直売り場などに様々な山菜が並ぶ時期ですね。タラの芽、たけのこ、コシアブラ、
こごみ、ぜんまい、フキノトウ、つくし、ワラビ、ウド、うるい、イタドリ、シドケ、ハリギリなどなど…。
私の知る山菜を挙げてみましたが、まだまだ他にもたくさんあるようです。地域によって食べられている山菜は
異なるそうで、インターネットで調べたところ、見たこともないような
山菜もありました。地域限定かつ季節限定の食材は出会うこともなかなか
難しいですが、チャンスがあればぜひ食べてみたいです。

また、寒い冬を超えて芽を出すエネルギーを持つ山菜たちは栄養価も高く、
冬の間に体内に溜まった老廃物を排出させる効果があるそうです。外に出て
季節を感じることが難しい状況でもありますので、旬な食材を取り入れる
ことで、少しでも季節を感じたいなと思いました。
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世界中で大きな被害をもたらしている新型コロナウイルスの感染拡大により、多くの方が様々な問題にご対応
されていることと存じます。

この緊急事態への対策として、2020年4月7日に令和2年度補正予算案が閣議決定され、新型コロナウイルス
感染症によって影響を受ける中小企業・個人事業者等に向けて給付金等の措置が取られています。経済産業省の
ホームページにて様々な支援策や担当窓口について掲載されておりますので、下記URLよりご一読ください。

◆ 経済産業省ホームページ「新型コロナウイルス感染症関連」
https://www.meti.go.jp/covid-19/

※ 各支援策を取りまとめたパンフレットにつきましては、ページ中頃の支援策パンフレット
「新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者の皆様へ」よりご確認ください。

◆ 経済産業省ホームページ「令和2年度経済産業省関連補正予算案等の概要」
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2020/hosei/index.html

◆ 中小機構ホームページ「新型コロナウイルス感染症に関する支援のご案内」
https://www.smrj.go.jp/news/2020/favgos000000ik2i.html

【GPEC 開催延期のお知らせ】

新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言の発令を受け、GPEC事務局より2020年7月15日(水)から
17日(金)に予定されておりました『GPEC in 愛知』開催延期のお知らせがありました。来年(2021年)7月を
目安に1年程延期し、展示会場は変更せず『Aichi Sky Expo』を予定しているとのことです。何卒、ご理解と
ご了承賜りますようお願い申し上げます。

AB区 CD区

7～8割着色で収穫されたトマト

着色度:            6割程 7~8割程 9割程

トマト果実の着色度目安

淡 濃

現在、第3花房開花期です。排液ECに合わせ、
給液ECを上げるなど調整中。
（CF桃太郎ヨーク：タキイ種苗）

CD区は収穫を終え、撤去作業に入っています。
写真は苗テラスで育成中の次作用の苗です。
（麗月：サカタのタネ）

EF区

第1花房の収穫が始まっています。
（CF桃太郎ヨーク：タキイ種苗）

EF区の収穫が始まりました。

1果目は写真でもわかるようにゼリー部分が
非常に少なく、糖度を測るため、果汁を搾る
際少々手こずるほど
でした。しっかりと
実が締まった実持ち
の良い、トマトに
育ってくれている
ようです。

https://www.meti.go.jp/covid-19/
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2020/hosei/index.html
https://www.smrj.go.jp/news/2020/favgos000000ik2i.html
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4月～6月の予報

平均気温 降水量

気象庁「3か月の平均気温・降水量」「月別の平均気温・降水量」を加工して作成

東京都中央卸売市場より、作成

トマト・イチゴの平均価格と入荷量 キク・バラの平均価格と入荷量

栽培ワンポイント

※例年平均価格は平成14年から平成30年までの価格

福くんの栽培お役立ちコーナー
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今月から9名の新入社員が大仙に仲間入りしました！
フレッシュな笑顔に、私達も新鮮な気持ちになります。これから一緒に頑張っていきましょう！

新入社員入社のお知らせ

例年2月 R.2 2月 例年比

入荷量（本） 6,225,007 4,306,043 69%

平均価格（円/本） 89.6 96 107%

入荷量（本） 16,254,547 14,350,699 88%

平均価格（円/本） 56.9 51 90%

バラ

キク

例年2月 R.2 2月 例年比

入荷量（kg） 5,017,007 4,795,641 96%

平均価格（円/kg） 382.4 428 112%

入荷量（kg） 2,752,728 4,647,530 169%

平均価格（円/kg） 1220.9 1431 117%

トマト

イチゴ

地温が作物栽培に与える影響

作物栽培においては気温だけでなく、地温（培地温度）も重要な要素です。地温は根域の温度ですが、地温
の変動によって生じるさまざまな根の生理作用の変化によって、地上部も含めた各部位の生長に影響を及ぼし
ます。地温の影響を受ける生理作用の代表的なものは養水分の吸収、低温耐性に関連する生長特性、呼吸や
光合成産物の転流・分配などで、作物の生産性にも影響が生じます。

トマトの場合、最低限界地温は13℃とされ、この温度以下では根の生長が停滞します。栽培適温は15~18℃
で、比較的狭い適温範囲になっています。これまでの研究で、13~28℃の範囲で地温の上昇とともに草丈、
葉重、果重ともに大きくなりますが、地温による変化の幅は比較的小さく、気温の影響の方が大きいことが
報告されています。また、地温の変化は光合成に直接的な影響を与えるものではありませんが、20℃以上の
高地温で蒸散量は増加し、水分の吸収に影響を持つことが指摘されています。さらに、光合成産物の根への
分配が高まりますが、長時間の高地温により、呼吸量が増加し、物質生産量が低下することも知られています。

さらに別の問題として、養液栽培では夏季に高温性
の病原菌が発生する恐れがありますが、地温が高いほど
発生は助長されます。そのための対策も必要になるため、
栽培管理において生産性と病害防除の観点から地温に
ついても考慮する必要があります。

残念ながら千葉研究農場では培地加温のための装置は
導入されていませんが、昨年、病害防止のための除菌
フィルターを導入し、一歩前進といったところです。
まずは夏をしっかり乗り切れるよう栽培管理の改善に
取り組みます。

Dr. クマさんの栽培環境トピックス

4~6月は気温の上昇に加えて外気湿度の変化が大きいため、環境制御設定もその都度変更する必要があり
ます。気温が20℃前後で、乾燥状態と湿潤状態が交互に生じるような条件のとき、うどんこ病が発生しやすく
なります。特に梅雨の時期はうどんこ病だけでなく、葉かび病やすすかび病も発生しやすくなりますので注意
してください。


